
クライアント、その親、または後見人が
サービスの継続を求めたか？

サービスの提供を中止し、介入効果を維持する方法のガイ
ダンスを与え、パンデミックが沈静化したら再評価せよ

最も重要なサービスを直接対面せずに継続できるか？

以下の手順に従うこと 
1. 可能な遠隔支援の選択肢（例えば、スーパーヴィジョ
ン、親訓練）についてクライエント、その親、または
後見人と議論せよ 

2. 各選択肢の利点と欠点を挙げよ 
3. 直接対面せずに可能なサービスを提供せよ 
4. 能力（コンピテンス）の範囲内、および実践の範囲内
で活動せよ。遠隔でのサービス提供のコンピテンスを
向上させよ 

5. エビデンスに基づいた実践のプロセスに沿って意思決
定せよ 

6. リスクと、対面サービス再開の可能性を定期的に再評
価しせよ

なぜか？

遠隔サービスのテクノ
ロジーを使えない

サービスを一時的に停
止して遠隔サービスの
インフラを確立せよ

クライアントが本人やコミュニティに深刻な害
を及ぼす喫緊のリスクを抱えているか、クライ
アントのスキルの後退がそのようなリスクに繋
がる可能性がある

以下を実施したか？ １）対面でのサービス提
供の継続がクライアント、家族、広いコミュニ
ティに及ぼすリスクについて、クライアント、
親、後見人と一緒に検討する、そして、２）関
係する全スタッフとリスクについて検討し、ス
タッフが健康上の懸念のある他者と接触してい
ない、あるいは接触する予定がないことを確認
する

すべての関係者に、対面でのサービス提供には
リスクがあることを知らせよ、そして、すべて
の関係者が対面でのサービス提供を望むかどう
かを再評価せよ

すべての関係者が対面でのサービスに同意して
おり、病人との接触がないならば、継続的なリ
スク査定と評価の過程を確立せよ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

図１ Cox, Plavnick, & Brodhead (2020)のFig. 1.


